























近年、我が国の教育現場ではカリキュラム改革が進行 している。初等 ・中等教育の カリキュラム改革の
目玉である 「総合的な学習の時間」では、従来の教科の仕切 りが緩和 され、学習者が探究活動 などの問題
解決型の学習に主体的かつ創造的 に取 り組む ことが目指 されてお り、 グループ学習や異年齢集団による協
同的な学習 などの多様 な学習形態 を教育現場で具体化す ることが期待 されている(文部省1998)。また、
高等教育においても、 この傾向は同様であ り、従来の一斉講義の授業形態が見直 され、ある課題を学習者
間で共有 し、協同的に取 り組むことをめざすプロジェク ト形式の授業が各地の大学で試行 されている(松
岡2000、大島1998)。
この ように今後の我が国の教育現場 においては、学習者が様々な他者と対話や議論 を行いつつ、問題解




CSCLは状況的認知アプローチと総称 される認知科学の研究知見 と、近年の情報技術の発展 とが交差 し
創発 した学際的研 究領域である。以下、CSCLの理論的背景 をなす状況的認知 アプローチを概観する。状
況的認知アプローチは、1980年代後半、認知科学 における 「静かなる革命」 とともに登場 した。 コンピュ
ータを人間のメタファとして、人間の認知過程を実証的に研究する とい う 「情報処理 アプローチ」が支配
的だった認知科学 に、それまでの研究 アプローチとは一線 を画す研究潮流が生まれた。情報処理アプロー
チは、人間の学習 を、個人の 「頭」の中への知識の蓄積 と見な し、その知識の蓄積 ・検索 ・利用 に、人間
の有能 さは支え られているとした。 しか し、状況的認知アプローチは、この情報処理的アプローチのセン
トラル ドグマ(Cen廿alDogma)に異をとなえる。その アプローチによれば、人間の学習 とは、個人の 「頭」




Lave&Wenge面993)はリベリアの仕立て屋 における徒弟的学習 を対象 としたフィール ドワークを通 し
て 「学習」 とい う概 念の再構 築 を行 った。彼 らの提唱 した 「正統的周辺参加論(LegitimatePeripheral
P飢icipation)」によれば、ある実践 の共同体 において社会的に意味がある と見な されている活動 に学習者
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自身が参加(pa抗iclpation)することこそが学習に他ならない。つ まり、共同体 内での他者 と社会的な関係
を維持 し、共同体の提供する様 々なアーテ ィファク トと協調 しつつ、最初 は共同体への 「周辺的参加」を
行い、次第に共同体内で認められることによって、 より 「十全的な参加」 に至 る学習者の軌跡 を学習 と見
なす。
Sfard(1998)は、従来の情報処理 アプローチ による学習論 と、状況的学習論 をメタファを用い、前者を
「獲得 メタファ(AcquisitionMetaphor:AM)」、後者を 「参加メタファ(P飢idpationMetaphor:PM)」とし
て位置づけている。従来のアプローチに基づ く 「獲得 メタファ」の学習観 は、学習を 「知識の獲得」 と把
握 し、知識を個人が 「所有」すべ きものとされていた。 ここにおいて、学習者たる子 どもは 「同じ知識で
満たされる容器」の ような もの とされ、教 師は 「すべ ての知識 の源」 とされた。 しか し、「参加メタファ」
の学習観は、この 「獲得 メタファ」の学習観 に異 を唱える。 このメ タファにおいては、学習 とは 「共 同体
への参加」 として把握 され、知識 とは 「共同体における実践や談話の形式や活動」に他な らず、子 どもは
「協同的ではあるが独立 した個人」であ り、教 師は 「知的リソースへのアクセスビリテ ィを確保するもの」
あるいは 「共同体内 における先達」 と把握 されている。
参加 としての学習論の展 開は、個人の概念や知識構造の再構築 を主目的に考案 された従来の教育 プログ
ラムとは異なった数々の教育実践 を生みだ している。た とえば、Brown&Compione(1994)は、学習者が集
う教 室 を 「CommunityofLearner(学習者共 同体)」と見 な し、学習者 たちが、 「相互教授(Reciprocal
Teaching)(Palincser&Brownl984)」を利用 して、他の学習者 たちと共同研究を行いつつ、彼 らの研究
の結果獲得 した専門的知識 を共有す ることを目的 とする研究 プロジェク トを行っている。また学習の概念
をめ ぐる研究潮流に呼応 して、近年の学習 とテクノロジーに関する研 究領域 において も硬 究の方向性 に転
換が見 られるようになってきた。従来の研究では、学習 を個人の頭の中への知識蓄積 とみな し、それへの
知識伝達をテクノロジーを用いて支援するという研究が多かった。 しか し、現在 はむ しろ、複数の学習者
同士 の議論や談話や協同作業、つま り他者 との相互作用を媒介 として達成 され る協同的な問題解決 を支援
するテクノロジーのあ り方 を模索することに研究の方向性が転換 している(Scardamalia&Beleiterl996)。
そ して、そのひ とつの可能性がCSCLである。CSCLを利用 した学習 においては、専 門的知識を個人の頭の
中に蓄積することだけが 目指 されているのではなく、む しろ学習者 同士が知識 を他の学習者 と構築 し共有
してい くことが目的 となってお り、コンピュータテクノロジーを利用 し、そ うした学習者が集 う場、すな
わち、学習者共 同体 をいかにして構築で きるかが研究の焦点になっている。
3.CSCLの先行研究
CSCL研 究 に は 、 こ れ ま で に 北 米 を 中 心 に多 く の 先 行 研 究 が あ る(Hall,Miyake&Enyedyl997・
Koshmannl994)。本 論 文 で は 、 以 下 、 数 あ るCSCLの 中 か らCSILE、CoVis、SenseMakerなど の 代 表 的 な
研 究 事 例 を 取 り上 げ て 概 観 す る 。 そ の あ と で 、 筆 者 が これ ま で 研 究 ・開 発 に か か わ っ たTeacherEpisode
Tank、rTableにつ い て 概 観 す る。
3.1.CSILE
CSILE(ComputerSupportedIntentiona韮LeamingEnvironment)とよばれる研究プロジェク トでは、子 ども
たち同士が、自ら疑問に思うことや 自分の考えを外化 しあい、協同的に探求 しあいなが ら、協 同のデー タ
ベースをつ くりあげてい くことが目的 とされている。教師や専 門家から伝達 された知識を個人の 「頭」の
中 に蓄積す るだけで はな く、子 どもた ちに よる 「知識 を構築 してい く共 同体(Knowledge-Building
Community)」の構築 をめざしているのである(Scardamada&Bereiter1996・Sca頚damaria,Bereiter&Lamon
19?4)。CSILEは、当初、 イントラネッ トで使用で きる専用データベースソフトウェアを使用 していたが、
近年 はイ ンターネ ッ トに対応 した第2世代 の 「KnowledgeForum」が使 用 され てい る(図1参 照)。
KnowledgeForumでは、学習者が、問題の同定、仮説の設定、何 を知 る必要があるか を明示するなどの、
ある一定の認知的枠組み にそって、共有の会議室上で、他の学習者の意見 にコメン トをおこなった り、関
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図1KnowledgeForumの イ ン タ フ ェ ー ス1)
連する書 き込み同士 をリンクするなどの活動 に従事 しなが ら、理解を深めることがで きるようになってい
る。
図1は、ある公立小学校 をフィール ドとしてKnowledgeForumの研究 をおこなっている村山 ・大島 ・大
島 ・稲垣 ・中山 ・山口 ・竹中(2000)の事例である。村山 らは、ろうそ く(燃焼)の 問題を取 り上げ、そ




れ るCSCLプ ロ ジ ェ ク トで は 、 従 来 の 科
学 教 育 が 個 人 の 概 念 構 造 の 変 化 や 知 識 蓄
積 を 目的 に して い た こ と を 反 省 し、 科 学
者 の 研 究 コ ミ ュ ニ テ ィ と 同 じ よ う な ツ ー
ル を用 い 、 学 習 者 が 協 同 的 に 知 識 を 構 築
で き るCSCL環境 を つ く り あ げ た 。








校生 ・教師 ・科学者からなる 「分散 した
図2CoVlsのイ ン タフ ェ ー ス2)
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コミニュティ(DistributedCommunity)」内での、「プロジェク トに基づ く学習(Pr(オect-basedLeaming)」に
従事することがで きる(Edelson,ONeill,Gomez,andD'Amico1995・Peal998)。具体的には、学習者は
プロジェク トの中での自らの科学的探求をNoteBookに反映 し、 また他 の学習者 のページ同士をリンク し
たり参照 した りすることで、協同的 に科学的探 求を行 うことができる。例 えば、学習者がノー トを執筆す
る際には、質問 ・推測 ・証拠 ・反証等のカテゴリー(ア イ コン)を 自分の ノー トに付与することで、他の
学習者がこれを助けにノー トを参照 した り、適切 なコメン トを新たに付与 した りすることがで きる機能が
実装 されてお り、この機能によって より円滑で意味のある相互作用を営むことができる。
3.3.SenseMaker
SenseMaker(Belll997)}ま、 学 習 者 同 士 が 自 ら の 科 学 的 探 求 の 結 果 を ア イ コ ン と グ ル ー ピ ン グ枠 を 用 い て
空 間 的 か つ カ テ ゴ リ ー 別 に わ け て 表 現 し、こ れ を 学 習 者 同 士 で 共 有 す る こ と が で き る ソ フ トウ ェ ア で あ り、
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図3.SenseMakerの イ ン タ フ ェ ー ス3)
KIEプロジェク トは、 それ を探求することが社会的に意味のあると思 われるい くつかの課題の中から、
学習者 自身が興味をもった課題 を選択 し、それに関 して日常生活での経験や様々なメディアによる探求 を
もとに自らの考 えを構築 し、それを他者の意見 と共有 した り、比較 した りすることで協同的に問題解決 を
行 うことを目的 とするプロジェク トである。SenseMakerを用 いる ことに よって、学習者たちは自らの思考
過程を可視化 し、他 の学習者の異なった考 えとの比較 ・参照 ・位置づけを行 うことがで きる。つま り、特
定の トピックに関する自分の知識や科学的根拠 をSenseMaker上でグラフィカルに可視化 し、他者の考え と
比較 したり、他者の視点 を参照することで、協同的 な探求が可能になる。
3.4.TeacherEpisodeTank
TeacherEpisodeTankは、教師たちが互いに自らの実践 を開示 しあい、その相互作用を通 して、実践 に対
する内省を深めることを支援 するCSCL環境 として開発 された(中 原 ・西森 ・杉本 ・堀田 ・永岡2000)。
近年の教 師研 究は、教師が 自分 自身の実践 を自らの認識の枠組みを用いて対象化 し外化することで、それ
を他 者 と共 有 し、 そ う した営 みの中で 内省 を深 める こ とで授 業改 善 をはかる ことを目指 してお り、
TeacherEpisodeTankは、ネットワーク上にそ うした場 を提供することを目的 としていた。教師を学習者 と
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し て 想 定 し たCSCLは 、TAPPEDIN(Schlager&Schanklgg7)やTeachlngTeieApprennceshlps(Levln,
Waugh,Brown,&Cl1丘1994)、Merseth(1991)など が あ る が 、 教 師 の 内 省 を深 め る こ と を 目的 と して プ ロ ジ
ェ ク トを 組 織 し た り、 ツ ー ル を開 発 したCSCLは もの は 、 これ まで な か っ た 。
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図4TeacherEplsodeTankのイ ンタ フ ェー ス
TeacherEpIsodeTankは主に2つのイ ンタフェースか らなる(図4参 照)。第一のインタフェースは、ジャ
ーナル とよばれるメッセージをや りとりするためのジ ャーナルウ ィン ドウである。第二のインタフェース
は、ジャーナルウィン ドウ上での相互作用 を蓄積 し、主題間を関係づ けることで内省 を導 くためのリフレ
クシ ョンボー ドであ る。ユ ーザ ーはこれ ら2つのイ ンタフェースの ウィン ドウを交 互 に切 りか えて、
TeacherEplsodeTankを使用する。各インタフェースのウィン ドウは一つずつ用意 されている。
ジャーナルウィンドウは、教師が 自らの実践 を他のメンバ ーに向けて語ったり、他の教 師の実践 にコメ
ントを付記するなどの相互作用が営 まれる、いわば公的なインタフェースである。相互作用は トピックご
とにス レッ ドが設けられ時間軸にそって表示 される。
リフレクションボー ドはジャーナル ウィン ドウ上の相互作用や、そこか ら学習者個人が思考 したことを
アイコンや リンクなどの表象を用いて可視化するインタフェースであ り、 このインタフェースを利用 して
教師は、このプロジェク ト全体で交 わされたジャーナル同士を互いに関係づけた りすることで自らの教育
実践を内省することが求められる。 リフ レクションボー ドのアイコンとリンクには、それぞれ発言 の枠




rTable「役割」 とい うコ ンセプ トのもとに開発 されたCSCLソフ トウェアであ り、主にヴァーチ ャルユ
ニヴァーシテ ィ(V1伽alUnlverslty:仮想大学)に おけるゼ ミナール形式の授業 を支援することを目的と
している(中 原 ・西森 ・杉本 ・浦島 ・永岡2000)。役割 というコンセプ トは、Pallncsar&Brown(1986)の
相互教授(Reclpr㏄alTeachlng)1こ発想を得た ものである。相互教授 とは、ある文章課題 について学習者が相
互に要約、質問、明確化、予測等の役割 を受け持 ち、その役割のもとに交互 に対話を繰 り返 し、理解 を相
互に促進させることを目的 とした学習法である。この学習法 は、役割 を用いて交互に議論 を行 うという明
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確なルールに基づいて学習が進行す るため、学習者たちが互いの思考過程をモニタリングしあい、相互に
フィー ドバ ックを行 うことが可能になり、そうであるが故に学習者の理解が促進されるとされている。そ
の効果は実験室の統制状況のみ ならず、一般の教室や標準的な理解達成度テス トにおいて も永続性が認め
られている。
iナビゲーシ,ンバー1 囲
































図5.rTableのイ ン タ フ ェ ー ス
相互教授 は、文章読解の学習に適用 された学習法であるが、学習者同士の相互作用を活性化 させるデザ
インとして も注目で きる。つ まり、 もし学習者がエキスパー トの レヴェルに達 していな くても、相互教授
の手続 きは彼 らに何 らかの反応 を迫 り、これに対 して学習者は反応せ ざるを得 ない。そ してそれ故 に、学
習者たちは相互のコンピテンスを評価する機会 を得 ることができ、それに対 し適切 なフィー ドバ ックを得
ることができる(Palincsar&Brown1986)。
rTableにおいては、相互作用の進行 をコン トロール し、議論 を方向付 けてい く役割 を担 う 「司会者」、
学習者たちが取 り組むべ き議論 の トピックを設定する 「提案者」、提案者の発 した問いに対 して最初 にコ
メン トを行 う 「質問者」、学習者たちの相互作用をボー ド上 に可視化す る 「要約者」の4つ の役割が設定
され、 システムか ら学習者に対 してランダムで付 与 される。学習者はこの4つの役割 を交代 で担いつつ、
議論 を通 した問題解決 を協同で行 う。
rTableには、4名以上の学習者たちが参加す ることがで きる。サーバ ーへ のログインを完了すると、図5
のようなインターフェース画面に切 り替わ り、左上段か ら左下段に向けて役割の交代などを学習者 に知 ら
せるナビゲーションバー、実際の発言が流れる会話履歴表示部分、学習者が発言を行 う発言入力ボックス
が表示される。
図5の中央部には、要約者がrTable上で展 開される相互作用の中か ら重要な発言を抽出 し可視化す るこ
とので きる 「要約ボー ド」がある。要約ボー ドはすべてのクライア ントアプリケーションに同期 して表示




以上、い くつかの既存 のCSCL研究を概観 して きた。4節 では、今後のCSCL研究の焦点 を2つの視点 か
ら考察す ることを目的とする。
4.1.学習 コンテンツ と連動 したCSCLの運用 方法 に対 す る研究
CSCL研究の今後の焦点 としては、第一にCSCLと既存 の学習コンテンツをいかに連動 させるか とい う問
題がある。近年のCSCL研究では、WebやTV番組な ど既存の学習 コンテ ンツと連動 したかたちでCSCLを
立 ち上げ、学習を促進す ることの重要性が主張 されるようになって きた。
これまでのCSCL研究ではCSCLを学習コンテンツから切 り離 した学習のためのインフラス トラクチャと
見 な し、そのインタフェースやデザイ ンに対 して研究がな されてきた。具体的にい うならば、そのCSCL
システムが使われる状況をあま り考慮せず、ユーザインタフェースや機能 を実装 し、それを検証するとい
う傾向が強かった。その結果 として、 どのような学 習リソースの中にツールの使用 を埋 め込 むべ きかとい
ったような問題への研究への焦点化が立 ち後 れていたのである。
しか し、最近の研究では、たとえばWebやTVなどに展開された学習コンテンッとCSCLシステムをどの
ように連動させ、あるいは、既存の学習コンテンツとツールを用いた協調学習 を試行するべ きか といった
ような問題が研究者の主要な関心 に上 ってお り、そ うした志向性 をもった研 究がい くつか生み出 されるに
至 っている。
4.1.1.テレビと連動 したCSCL・たったひ とっの地球 クラ ブ
「たったひ とつの地球 クラブ」は、NHK環境教育番組 「たったひとつの地球」 とい う学習コンテンツをコ
アに した学校間共同学習支援サイ トであ り、CSCLツー ル と学習コンテンツの連携 を目的 とした先駆的研
究 として注目される。
「たったひとつの地球クラブ」のサイ トは、番組に対す る感想 を述べあう 「クラブ日記」 と、共同学習
を行 う 「地球だい じょうぶ」、共同学習の成果 を紹介 しあう 「クラブ新聞」の3つ のサブサ イ トか ら構成
されている。 このサイ トには、学校 間の協調学習 を成功 させるため、参加する学校のプロフィールを紹介
した り、それぞれの学校が学習の予定 を書 き込むためのスケジューラーなども実装iされている。
現在、 このサイ トで学習 を行 っている学校は、12校におよび、各参加 クラスで行 われている環境教育の
実践 をベースとして、共同学習 を行 えるようになっている(稲 垣2000)。
4.2.対面 状況の学 習者 を支援 す るイン タフ ェー スの 開発
CSCL研究の今後の焦点 として第二に取 り上 げられるのは、対面状況下の学習者を支援す るインタフェ
ースの開発である。これまでの多 くのCSCLシステムは、たとえば電子掲示板 やメールシステムなどのよ
うに、ネ ットワー ク上のコ ミュニケーシ ョンを支援するイ ンタフェースを実装 していた。 しか し、近年、'
これとは全 く違 ったインタフェースの開発が一部の研究者によって、志向されは じめている。すなわち、
対面状況下にいる複数の学習者同士の直接的なコミュニケーシ ョンを支援するインタフェースの開発が行
われ始めている。 この背景 には、ネッ トワーク上でのコミュニケーションを支援するCSCL研究に行 き詰
まりが生 じてきていることを指摘できる。た とえば、Kusunoki&Hashizume(1999)によれば、CSCLの主な
目的は学習者 同士のインタラクシ ョンとデ ィスカッションに よる相互学習(MutualLeaming)を促進する
ことにあるが、ネッ トワーク上でコミュニケーシ ョンを行 うCSCLでは、学習内容に対する熱中の度合 い
(Engagement)を促進することは困難である とい う。
4.2.1.対面状況下 でのボ ー ドゲ ーム をも とに したCSCL
Kus㎜oki&Hashizume(1999)らの開発 したCSCLは、ボー ドゲームとコンピュータシュミレーシ ョンを融
合 させたシステムである。このシステムでは、対面状況下で複数の学習者が コミュニケーシ ョンや議論 を
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営 みなが ら、ボー ドゲ ーム を行 う。ゲームの内容は、都市 開発 と環境教育 にかかわる内容で、「家」や
「工場」や 「木」 などの人工物をどのように配置 して都市 を構成 した らよいかを、複数の学習者で議論 を










具体的 な学習の様子 は、以下のようなプロセス を経る。まず第一に、ボー ドに付属する各種のオブジェ
ク ト(例 えば、川や山といった ような自然地形 を表現するオブジェク ト)を 用いて、学習者たちは議論 を
行 いつつ 自分の住 んでい る街の様子を再現する。第二に、ボー ドに付属するシナ リオカー ドとよばれるカ
ー ドをひき、そこに書いてあ る命令 に従って、学習者同士でディスカッションをしながら、各種 の 「コマ」
をボー ド上に配置する。 コマの種類は 「家」「工場」「木」の3種 類である。ボー ド上 に学習者がコマ を配
置する と、コンピュータはボー ド上に構築された街の環境の シュミレーシ ョンを行 い、その時点における
汚染の程度などを学習者 に知 らせる。
4.2.2。「未来 の黒 板 とノー ト」 システム
未来の黒板 とノー トシステム(山 内 ・須永 ・永井 ・田口2000)は 、「コミュニケーションボー ド=未
来の黒板」 と 「パーソナルボー ド=未来のノー ト」 を組み合わせた学習環境であ り、対面状況下における
学習者同士のデ ィスカ ッションを支援するCSCLである。
図7.コ ミュニ ケ ー シ ョンボ ー ドを使 用 す る様 子5)(左図) 図8.ボ ー ドの イ ン タ フ ェー ス5)(右図)
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このシステムは、個人での活動 を支援す るシステム 「パーソナルボー ド」 と集団での活動 を支援するシ
ステム 「コミュニケーシ ョンボー ド」の2つ のハー ドウェアか ら構成 されている。パーソナルボー ドには、
ペ ン入力専用型 ノー トPCに無線LANシステムを組み合わせたハー ドウェアを利用 してい.る。コミュニケ
ーシ ョンボー ドには、50インチの大型スクリーンにペン入力装i置を取 り付 けたものとPCを組み合わせた
ハー ドウェアを用いている(図7参照)。
それぞれのボー ドのインタフェースは、思考や コミュニケーション支援のための半透明の トレーシング
ペーパー状の7層 の レイヤーから構成 されている。これによって学習者 は別 のレイヤーにある他者の表現
な どを 「認知的資源」 として参照 しながら、思考を可視化 した り、新 しい表現 を上に書 き加 えてい くこと
ができる(図8参照)。
実際の学習活動 は、以下の ように行われる。学習者はまずパーソナルボー ド上で、 トレーシングペーパ
ー機能を使ってアイデアを練 り、結果を無線LAN経由でコミュニケーシ ョンボー ドに転送する。次に、3
人から5人 の学習者が、パーソナルボー ドで練 った表現 を出 し合い、レイヤーを使って情報 を重ねなが ら、
集団で新 しい表現 を作 り出す。
なお、 コミュニケーシ ョンボー ド上で作業 した内容は、無線LANを経 由 してもう一度パーソナルボー ド
上に転送することがで き、集団で練 り上 げた表現をもう一度個人ベースの表現活動に戻す ことがで きるよ
うになっている。
CSCLとしての 「未来の黒板 とノー ト」 システムは、各人のノー トを比較 ・参照 しなが ら、学習者同士





研 究の理論的背景、研究動向を概観 し、今後 のこの領域の研究の焦点を2つ の視点に基づいて述べ た。
1990年代 から本格化 したCSCL研究は、当初、ネ ットワークに媒介された学習者 同士のコミュニケーシ
ョンを支援するツールを開発する傾向が強かったが、近年では、第一に既存の学習 コンテンツと連動 した




1)図 版 の 転載 に 関 して は 、大 島 氏(静 岡大 学)の 許可 をい た だ い た。 この場 を借 りて 、感 謝 の 意 を表 し ます 。
2)図 版 の 転 載 は 、QuickGuidetotheCoVisCollaboratoryNotebook(onhttp:〃www.covis.nwu.edu1)から で あ
る 。
3)函 版 の 転 載 は 、Pr㏄eedingsofCSCL'99に掲 載 さ れ た(BELL、1999)か らで あ る。
4)図 版 の 転 載 に 関 して は 、 楠 氏(多 摩 美 術 大 学)の 許 可 を い た だ い た 。 こ の 場 を 借 り て 、 感 謝 の 意 を 表
し ま す 。
5)図 版 の 転 載 に 関 して は 、 山 内 氏(東 京 大 学)の 許 可 を い た だ い た 。 こ の 場 を借 りて 、 感 謝 の 意 を表 し
ま す 。
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TrendandTaskof(CSC:L)ComputerSupported
Co皿abora廿veLeamingResea㏄h
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Inthisalticle,theresea1℃htheoreticalbackground,pdorresearchandviewpointsfbrfUtureresearchon
CSCL(ComputerSupportedConaborativeLeaming)thatisofconceminthefieldofCognitiveScienceand
EducationalTechnology紅ediscussed.IntheCSCLenviro㎜ent,le㎜ersusingcomputercancommmic飢eeach
other,.buildknowledgemutuallyandshareit.Therehavebeenmanypr孟orresearchesofCSCLmainlyinnorth
America.Therearetwof㏄usesf6rCSCLresearchinth号fUture.First,how賦)connectCSCLwithleamingcontents
suchasTVorweb.S㏄ondly,todevelopaCSCLthatcansupportleamers'directcommunicationinaface-t6-face
Sltuat董on.
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